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出
生
か
ら
入
隊
ま
で

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
二
月
十
一
日
、
根
室
市
千
島
町
、

父
今
村
栄
松
、
母
千
枝
の
四
男
四
女
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ

る
。
大
正
十
一
年
四
月
一
日
、
町
立
花
咲
尋
常
高
等
小
学
校
に

入
学
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
三
月
高
等
科
二
年
同
校
を
卒

業
、
家
の
手
伝
い
。

春
の
流
氷
海
明
け
を
待
っ
て
鰈
漁
に
始
ま
り
、
五
月
初
旬

か
ら
七
月
末
ま
で
鮭
■
流
し
網
漁
。
八
月
か
ら
十
一
月
ま
で
帆

立
貝
桁
曳
漁
を
。
帆
立
貝
の
大
漁
で
安
値
に
な
る
前
に
大
鮃
、

ア
イ
ナ
メ
釣
り
漁
に
他
の
船
よ
り
先
に
切
り
か
え
す
る
等
の
繰

り
返
し
が
一
年
の
生
計
で
あ
り
、
船
の
装
備
も
他
の
船
よ
り
優

れ
て
お
り
、
乗
組
員
も
二
人
は
多
い
。
漁
に
も
恵
ま
れ
暮
ら
し

は
楽
だ
っ
た
。
ま
た
、
父
は
夕
食
時
は
乗
組
員
と
食
卓
を
一
緒

に
し
て
話
し
合
い
な
が
ら
一
杯
を
と
も
に
す
る
。
酒
は
台
所
に

四
斗
■
を
備
え
付
け
、
沖
の
時
化
の
場
合
、
船
の
機
器
の
整
備

が
無
い
折
は
、
朝
か
ら
で
も
酒
を
飲
ん
で
良
い
と
言
い
、
好
み

の
料
理
を
母
に
作
ら
せ
て
い
た
の
で
、
四
年
か
ら
七
年
と
連
続

し
て
遠
く
は
秋
田
県
か
ら
来
ら
れ
た
人
も
お
ら
れ
た
。
兄
が
船

長
、
二
男
が
機
関
士
、
私
は
新
米
で
甲
板
員
で
見
習
い
だ
っ

た
。昭
和
六
年
九
月
六
日
朝
、
国
後
島
（
現
在
北
方
四
島
）
に
帆

立
貝
漁
に
出
漁
操
業
中
、
二
男
勇
、
海
中
転
落
、
潮
の
流
れ
速

く
、
■
死
し
、
行
方
不
明
と
な
り
、
三
十
五
日
目
に
葬
式
を
行



う
。
そ
の
後
私
が
機
関
士
と
な
る
。

昭
和
十
年
五
月
初
め
徴
兵
検
査
を
受
け
る
。
当
時
根
室
支
庁

管
内
根
室
町
外
別
海
村
、
標
津
村
、
中
標
津
村
、
羅
臼
村
の

外
、
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島
ま
で
で
三
百
二

十
五
人
ほ
ど
の
中
か
ら
二
十
七
人
が
甲
種
合
格
し
た
。

七
月
中
旬
、
釧
路
連
隊
区
司
令
官
名
に
よ
り
役
場
経
由
で

各
々
に
通
達
が
あ
っ
た
。

十
一
月
一
日
、
旭
川
輜
重
兵
第
七
連
隊
第
一
中
隊
に
一
月

十
日
午
前
十
時
入
隊
す
べ
し
、
と
令
状
が
届
け
ら
れ
た
。

昭
和
十
一
年
一
月
十
日
、
午
前
十
時
輜
重
隊
一
中
隊
に
入

隊
。
軍
歴

昭
和
十
一
年
五
月
　
本
部
付
少
佐
藤
本
滋
雲
当
番
兵

七
月
一
日
　
一
等
兵
に
進
級
　
精
勤
章
授
与

九
月
十
日
　
師
団
特
別
大
演
習
審
判
官

統
管
部
師
団
兵
器
部
長
大
須
賀
中
佐
当
番
兵

大
須
賀
中
佐
伝
令
、
今
村
の
乗
馬
は
輜
重
隊

よ
り
併
馬
に
て
連
行
、
十
月
二
十
日
ま
で
無

事
任
務
終
了

第
四
期
特
務
教
育
係
助
手
を
拝
命

十
二
月
一
日
　
上
等
兵
を
拝
命
　
精
勤
章
を
授

与

昭
和
十
二
年
三
月
一
日
　
伍
長
勤
務
上
等
兵
を
拝
命

昭
和
十
二
年
度
下
士
官
候
補
生
教
育
助
教
を
拝
命

五
月
一
日
　
浦
河
港
に
お
い
て
工
兵
隊
輜
重
隊

合
同
特
殊
訓
練
助
教
を
拝
命
　
教
官
野
村
見

習
士
官

参
加
者
　
甲
種
幹
部
候
補
生
十
六
人
　
下
士

候
補
十
二
人
　
七
泊
八
日

七
月
七
日
　
支
那
事
変

第
七
師
団
動
員
下
命
輜
重
隊
編
成
業
務
に
服

す
八
月
二
十
日
　
歩
兵
第
二
十
八
連
隊
に
配
属
を

命
ず
（
伍
長
勤
務
上
等
兵
）（
下
士
官
要
員
）

同
日
独
立
機
関
銃
第
六
大
隊
に
転
属

市
内
啓
明
小
学
校
内
に
本
部
設
置
編
成
（
召

集
）
召
集
者
受
付
開
始
二
十
二
日
召
集
者
受

付
完
了
　
以
前
よ
り
編
成
し
て
い
た
と
お
り



三
個
中
隊
　
各
中
隊
に
弾
薬
小
隊
を
配
属

私
は
本
部
付
大
行
李
長
特
務
兵
四
十
五
人
、

乗
馬
は
部
隊
長
副
官
、
軍
医
、
獣
医
中
隊
長

三
人
、
輜
重
隊
班
長
三
人
、
合
計
十
一
頭
、

予
備
馬
二
頭
、
輓
馬
各
中
隊
十
五
人
、
大
行

李
三
十
五
頭
、
五
十
八
頭

馬
係
将
校
関
口
准
尉
、
下
士
官
今
村
上
等
兵

九
月
二
日
　
旭
川
出
発

九
月
六
日
　
大
阪
港
出
港

九
月
九
日
　
北
支
溏
沽
敵
前
上
陸

十
月
一
日
　
輜
重
兵
伍
長
に
任
官

昭
和
十
三
年
三
月
十
日
　
北
支
寧
晋
城
攻
撃
弾
薬
交
付
中
追

撃
砲
破
片
愴
に
よ
り
両
眼
及
び
左
膝
上
部
右

手
親
指
人
差
指
第
一
第
二
関
節
裂
傷
に
よ
り

野
戦
病
院
に
入
院

特
に
弾
薬
交
付
は
激
戦
の
中
、
生
命
を
賭
し

て
働
き
、
任
務
の
責
任
を
果
し
た
事
を
感
謝

す
る
と
部
隊
長
が
手
を
握
り
喜
ん
で
下
さ
い

ま
し
て
、
私
の
内
地
送
還
を
し
な
い
で
現
地

治
療
に
よ
り
早
期
部
隊
帰
還
の
添
書
を
書
い

て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
砲
弾
の
破
片
が
小
さ

く
数
多
く
刺
さ
り
、
意
外
に
重
傷
で
現
地
治

療
は
不
可
能
と
決
定
、
内
地
送
還
大
阪
病
院

に
二
ヵ
月
余
入
院
し
た
。

五
月
初
め
　
旭
川
陸
軍
病
院
に
転
送

大
阪
陸
軍
病
院
長
よ
り
の
添
状
に
よ
り
三
年

間
の
召
集
免
除
に
よ
り
輜
重
隊
に
戻
っ
た

七
月
十
五
日
　
召
集
解
除
除
隊
致
し
根
室
に

帰
っ
た

昭
和
十
四
年
―
昭
和
十
九
年
五
月
十
日
召
集
ま
で

釧
路
連
隊
区
司
令
官
の
命
令
に
よ
り
補
充
兵

及
び
未
教
育
者
教
育
の
日
数
二
年
以
上
と
な

り
軍
曹
に
任
ぜ
ら
れ
た

七
月
四
日
　
小
■
港
出
港

七
月
九
日
午
前
十
時
五
分
　
阿
頼
度
島
沖
に
て

国
籍
不
明
（
ア
メ
リ
カ
？
）
の
潜
水
艦
の
魚

雷
二
発
命
中
、
太
平
丸
に
乗
船
中
の
輜
重
隊

二
百
八
十
人
中
百
人
戦
死
没
者



柏
原
に
上
陸
し
五
日
後
、
先
発
分
隊
と
し
て

一
番
戦
死
者
の
少
な
い
（
二
人
）
今
村
分
隊

二
十
五
人
が
占
守
島
に
渡
り
、
旅
団
よ
り
貨

物
自
動
車
十
両
を
受
領
し
て
、
各
島
よ
り
私

た
ち
輜
重
隊
に
二
年
分
の
糧
秣
を
分
け
て
く

れ
る
分
を
船
で
運
ん
で
来
る
の
を
、
長
崎
桟

橋
に
て
受
領
し
て
兵
舎
に
受
け
入
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
約
二
週
間
で
受
領
が
完
了
、
本

隊
も
柏
原
よ
り
占
守
島
に
進
駐
終
わ
り
九
十

一
師
団
輜
重
と
な
り
ま
し
て
島
内
の
輸
送
に

任
じ
た
。

昭
和
二
十
年
初
め
よ
り
南
方
は
次
々
と
激
戦

激
戦
に
て
全
滅
で
あ
る
。
兵
隊
た
ち
は
「
親

父
さ
ん
、
大
丈
夫
で
す
か
」「
神
風
吹
き
ま

す
か
」

。「吹
く
よ
」
と
答
え
て
い
た
。
負
け

戦
だ
と
は
知
ら
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
海
岸

沿
い
に
Ｍ
４
型
へ
の
備
え
と
し
て
壕
掘
り
。

無
駄
だ
と
思
う
が
致
し
方
な
し
。

八
月
八
日
未
明
　
「
国
端
岬
に
ソ
連
軍
上
陸
、

警
備
隊
と
交
戦
中
、
輜
重
は
す
ぐ
に
長
崎
桟

橋
に
急
行
し
柏
原
港
よ
り
占
守
島
に
渡
る
兵

員
、
武
器
、
弾
薬
の
輸
送
に
任
ず
べ
し
」
十

日
ま
で
三
日
間
交
戦
、
夕
方
停
戦
、
十
二
日

武
装
解
除
。

八
月
十
日
　
早
朝
木
村
部
隊
長
柏
原
（
司
令

部
）
に
出
張

午
後
四
時
、
午
後
五
時
戦
時
武
装
に
て
本
部

前
に
集
合
と
達
示
あ
り
、
各
分
隊
長
に
告
げ

る
。
部
隊
長
の
報
告
と
訓
示
、
誰
も
声
な
し
。
皇

居
に
向
か
い
「
捧
げ
銃
」「
立
て
銃
」
軍
人

最
後
の
礼
で
あ
る
。

午
後
六
時
各
中
隊
よ
り
五
人
ず
つ
炊
事
に
集

合
と
達
示
。
酒
、
甘
味
品
、
砂
糖
、
■
米
、

小
豆
、
煙
草
等
を
分
配
、
将
校
も
兵
隊
と
平

均
に
と
告
げ
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
　
柏
原
港
沖
出
港
、
大
泊
沖
経

由
、
一
月
二
十
日
頃
ナ
ホ
ト
カ
港
に
上
陸



千
人
で
第
十
大
隊
と
言
う
。

私
の
分
隊
二
十
五
人
は
、
千
歳
台
経
由
飛
行

場
付
近
の
十
大
隊
小
河
原
准
尉
の
小
隊
に
編

成
す
る
。
こ
の
小
隊
は
速
射
砲
部
隊
で
教
育

の
悪
い
兵
隊
ば
か
り
。
注
意
事
項
も
守
ら
な

い
の
で
、
点
呼
の
折
に
「
お
前
た
ち
は
兵
隊

の
く
ず
だ
」
と
言
う
と
「
生
意
気
な
事
を
言

う
な
」

。「誰
だ
、
文
句
が
あ
る
な
ら
前
に
出

て
来
い
。
い
か
に
戦
争
に
負
け
た
と
は
言

え
、
ソ
連
に
負
け
た
わ
け
で
は
な
い
、
天
皇

陛
下
の
命
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
に
負
け
た
ん

だ
。
我
々
は
日
本
に
帰
る
ま
で
は
日
本
の
軍

人
だ
、
誇
り
が
あ
る
ん
だ
。
笑
わ
れ
る
よ
う

な
事
は
す
る
な
」
と
言
っ
た
。
誰
も
文
句
言

う
者
な
し
だ
っ
た
。
後
で
私
の
分
隊
員
が
、

「
今
村
と
い
う
奴
、
中
々
や
る
ね
え
、
良
い

親
父
さ
ん
だ
。
酒
、
煙
草
は
み
な
俺
た
ち
に

く
れ
る
、
も
し
足
り
な
い
場
合
は
炊
事
か
ら

も
ら
っ
て
来
て
く
れ
る
」
と
言
っ
て
い
た
。

そ
の
代
わ
り
炊
事
の
薪
は
、
全
部
私
た
ち
の

分
隊
が
輸
送
の
帰
り
、
海
岸
や
山
か
ら
木
を

積
ん
で
行
っ
た
。

ソ
連
上
陸

ナ
ホ
ト
カ
上
陸
後
、
近
く
の
二
キ
ロ
く
ら
い
歩
い
た
と
こ
ろ

に
テ
ン
ト
が
三
十
く
ら
い
あ
り
、
一
テ
ン
ト
に
三
十
人
く
ら
い

入
れ
る
。
五
日
く
ら
い
た
っ
た
ら
千
人
の
大
隊
が
い
つ
出
発
し

た
の
か
我
々
の
小
河
原
小
隊
だ
け
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
汽
車

に
乗
り
真
っ
暗
に
な
っ
た
。
止
め
る
と
歩
■
が
来
る
。
小
便
、

大
便
、
や
っ
と
扉
を
開
け
「
ベ
ス
ト
ラ
」「
ベ
ス
ト
ラ
」
貨
車

の
陰
で
大
便
小
便
。
外
は
寒
い
が
貨
車
の
中
は
ビ
ッ
シ
リ
詰

ま
っ
て
る
の
で
暖
か
い
。
何
日
た
っ
た
だ
ろ
う
か
、
駅
に
着
い

た
。「
イ
マ
ン
」「
ゴ
ー
ル
ド
イ
マ
ン
」
市
だ
と
言
う
。
下
車
し

て
歩
き
出
し
た
。
子
供
た
ち
が
「
ヤ
ポ
ン
」「
ホ
リ
ョ
」
と
雪

を
投
げ
て
く
る
。
四
キ
ロ
地
点
だ
と
い
う
橋
を
渡
っ
た
ら
一
軒

の
建
物
あ
り
、
二
段
造
り
の
収
容
所
。
以
前
ド
イ
ツ
の
捕
虜
が

収
容
さ
れ
て
い
た
と
、
丸
太
の
組
合
せ
、
ソ
連
の
建
物
だ
。
ド

ラ
ム
缶
の
ス
ト
ー
ブ
二
個
あ
り
。
執
行
軍
医
さ
ん
が
私
の
膝

上
部
貫
通
創
が
冬
に
な
る
と
痛
む
こ
と
を
知
っ
て
お
ら
れ
、
ス



ト
ー
ブ
の
近
く
の
二
階
に
し
て
下
さ
っ
た
の
で
助
か
っ
た
。

作
業
は
私
の
分
隊
だ
け
に
橋
の
柱
が
流
氷
で
傷
つ
い
た
部
分

の
取
替
え
工
事
を
割
当
て
、
一
つ
取
替
え
終
わ
っ
た
ら
要
領
を

覚
え
た
。
歩
■
の
曹
長
に
隠
し
て
た
腕
時
計
二
個
の
中
の
良
い

方
を
あ
げ
た
。
良
い
男
だ
っ
た
。
ノ
ル
マ
も
九
五
％
―
一
一

〇
％
で
、
次
か
ら
次
へ
と
橋
の
工
事
が
進
み
、
氷
の
解
け
始
め

ま
で
遠
く
な
っ
た
の
で
車
で
往
復
す
る
。
橋
材
を
切
り
薪
に
し

て
積
ん
で
来
て
、
収
容
所
で
皆
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。

二
十
二
年
四
月
末
、
橋
の
工
事
も
終
わ
る
頃
、
三
時
の
休
み

の
合
図
あ
り
歩
き
出
し
た
と
こ
ろ
、
股
の
付
け
根
、
睾
丸
の
上

部
が
引
っ
張
る
よ
う
に
な
り
、
歩
行
困
難
。
歩
■
が
走
っ
て
来

て
私
を
背
負
い
、
ト
ラ
ッ
ク
の
助
手
席
に
乗
せ
「
ラ
ボ
ー
ト
カ

ン
チ
ャ
イ
（
労
働
、
終
わ
り
）

」「オ
ワ
リ
」「
カ
イ
ル
」「
カ
イ

ル
」
と
大
声
で
言
っ
た
。
皆
、
早
い
が
「
カ
ン
チ
ャ
イ
」「
カ

イ
ル
」
と
言
う
の
で
、
薪
用
に
切
っ
た
の
を
持
っ
て
、
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
っ
た
。
収
容
所
に
着
い
た
ら
ま
た
背
負
っ
て
部
屋
ま
で

運
ん
だ
。
軍
医
さ
ん
、
ソ
連
の
軍
医
（
女
医
）
少
尉
も
ズ
ボ
ン

を
下
げ
た
。
皆
「
親
父
さ
ん
、
昔
悪
い
事
し
た
の
が
今
出
て
来

た
ん
だ
よ
」「
そ
の
通
り
、
男
振
り
良
い
し
」

。
軍
医
さ
ん
が

「
今
村
さ
ん
、
子
供
の
頃
脱
腸
し
た
事
が
あ
る
」「
私
の
兄
弟
で

は
誰
も
あ
り
ま
せ
ん
」「
寒
さ
と
冷
え
だ
ね
」

。
皆
が「
分
隊
長

は
氷
の
上
に
座
り
、
柱
に
ノ
ミ
で
切
り
込
み
し
て
る
の
で
冷
え

る
は
ず
で
す
よ
」
と
言
う
。

衛
生
兵
が
飯
盒
に
お
湯
を
沸
か
し
て
タ
オ
ル
を
温
め
て
、
脱

腸
の
と
こ
ろ
を
温
め
て
く
れ
た
の
で
暫
く
し
て
収
ま
り
楽
に

な
っ
た
。
二
、
三
日
休
ん
だ
ら
、
倉
庫
で
糧
秣
の
配
給
を
計
算

し
、
計
量
し
て
渡
す
係
を
や
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
人
の
方
に

は
少
し
で
も
多
く
、
ソ
連
の
方
に
は
少
な
く
計
っ
た
。

突
然
午
後
よ
り
作
業
に
出
て
い
た
全
員
帰
っ
て
来
た
。
健
康

診
断
す
る
、
と
女
医
の
中
尉
一
人
、
少
尉
二
人
。
随
行
し
て
き

た
の
が
時
計
を
あ
げ
た
曹
長
で
あ
る
。

目
で
暫
く
と
い
う
よ
う
な
合
図
を
し
た
。
ま
た
、
収
容
所
の

所
長
、
中
尉
、
男
軍
医
も
一
番
先
に
私
を
呼
ん
だ
。
女
医
は
、

「
尻
に
肉
が
あ
る
、
倉
庫
係
と
し
て
暫
く
使
え
る
」
と
言
い
、

「
入
院
さ
せ
な
く
て
も
良
い
」
と
も
言
っ
た
。
曹
長
は
、「
近
く

上
層
部
と
日
本
の
医
者
が
各
収
容
所
を
見
に
来
た
ら
、
こ
れ
ほ

ど
の
脱
腸
を
働
か
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
だ
よ
、
入
院

さ
せ
る
こ
と
で
す
」
と
言
い
、
つ
い
に
了
承
さ
れ
た
。
栄
養
失



調
者
六
人
に
心
臓
病
患
者
、
や
せ
て
い
る
者
八
人
に
私
を
加

え
、
十
五
日
入
院
と
決
定
。
私
は
分
隊
員
を
残
し
て
出
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
曹
長
に
話
し
て
い
た
。
分
隊
員
が
聞
き
、

「
親
父
さ
ん
気
持
は
分
か
る
が
入
院
し
て
下
さ
い
」
と
皆
で

言
っ
て
く
れ
た
。
最
近
少
し
動
く
と
腸
が
出
て
苦
し
い
有
様

だ
っ
た
の
で
入
院
す
る
こ
と
に
し
た
。

夕
飯
後
、
皆
に
見
送
ら
れ
、
心
残
り
だ
っ
た
が
出
発
、
病
院

に
は
寄
ら
ず
途
中
三
泊
し
て
ナ
ホ
ト
カ
に
到
着
。
二
年
前
と
は

違
い
大
型
テ
ン
ト
が
正
し
く
並
び
町
の
よ
う
で
、
綺
麗
に
掃
き

清
め
ら
れ
て
い
た
。

夜
、
テ
ン
ト
の
中
で
、「
皆
様
こ
れ
か
ら
は
精
神
と
の
戦
い

で
す
、
一
歩
間
違
う
と
帰
れ
ま
せ
ん
よ
。
今
村
の
指
示
に
従

い
、
少
し
で
も
他
の
テ
ン
ト
よ
り
使
役
や
達
示
の
折
に
早
く
出

て
下
さ
い
、
お
願
い
し
ま
す
」

。「分
か
り
ま
し
た
」

。
こ
れ
と

言
う
仕
業
も
無
い
。
時
折
赤
旗
の
歌
、
メ
ー
デ
イ
の
歌
。
全
然

分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
だ
が
、
話
が
終
わ
る
と
拍
手
。
そ
の
と

き
は
一
番
大
き
な
拍
手
を
し
た
。
ま
た
、
山
の
下
に
萩
の
木
が

あ
る
の
で
折
っ
て
来
て
箒
を
五
、
六
本
作
り
、
テ
ン
ト
の
周
り

や
通
路
ま
で
も
掃
い
た
。
見
張
り
に
来
た
役
員
と
、「
い
つ
も

綺
麗
に
し
て
く
れ
ま
す
ね
え
」「
私
た
ち
の
居
住
所
で
す
も
の
」

「
ど
こ
で
終
戦
し
ま
し
た
」「
占
守
島
で
す
」「
交
戦
部
隊
で
す

ね
え
」「
は
い
」
と
話
し
た
。

印
象
が
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
私
た
ち
の
テ
ン
ト
番
号
が

呼
ば
れ
た
。

舞
鶴
入
港

昭
和
二
十
二
年
六
月
十
一
日
、
米
山
丸
に
て
舞
鶴
に
入
港
し

た
。
船
中
で
同
じ
テ
ン
ト
の
皆
が
私
に
抱
き
つ
い
て
、「
今
村

さ
ん
、
私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
た
大
恩
人
で
す
」
と
言
い
、
一

緒
に
帰
れ
た
喜
び
を
わ
か
ち
あ
っ
た
。

し
か
し
舞
鶴
で
半
日
く
ら
い
ず
つ
、
三
日
間
取
調
べ
を
う
け

た
。
米
兵
と
日
本
人
の
通
訳
と
私
の
根
気
比
べ
だ
っ
た
。

復
員
手
続
き
の
際
、「
百
円
札
三
枚
に
海
軍
兵
の
服
に
編
上

靴
か
運
動
靴
か
。
運
動
靴
に
海
軍
の
乾
パ
ン
、
北
海
道
ま
で
三

日
分
と
す
る
」
と
言
わ
れ
、
私
は
「
函
館
か
ら
根
室
ま
で
二
日

か
か
り
ま
す
よ
」
と
五
日
分
も
ら
い
、
根
室
駅
ま
で
の
無
賃
乗

車
券
と
二
十
八
人
の
代
表
者
の
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
。
駅
員

の
案
内
で
朝
昼
食
の
食
事
券
を
渡
さ
れ
る
と
き
、
煙
草
を
受
取

る
場
合
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。



焼
け
た
青
森
の
町
、
函
館
に
港
駅
で
一
泊
。
樺
太
よ
り
帰
り

函
館
港
に
三
分
の
一
が
下
船
、
毛
ガ
ニ
を
食
べ
て
散
ら
か
し
た

ホ
ー
ム
を
掃
除
し
た
ら
、
駅
長
さ
ん
に
「
貴
方
た
ち
の
よ
う
な

兵
隊
さ
ん
た
ち
が
復
員
し
た
ら
日
本
の
国
も
早
く
復
興
し
ま
す

よ
」
と
言
わ
れ
た
。
翌
朝
九
時
、
釧
路
行
き
に
乗
車
。
一
人
ま

た
一
人
い
な
く
な
り
、
釧
路
に
着
い
た
ら
自
分
一
人
だ
っ
た
。

誕
生
日
十
日
前
に
残
し
て
出
征
し
た
長
男
が
「
と
う
さ
ん
」

「
雅
男
か
」「
う
ん
」
。
五
歳
だ
っ
た
。
後
ろ
の
妻
の
姿
を
見
た
。

「
お
帰
り
な
さ
い
」「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
頭
下
げ
て
「
ご

苦
労
さ
ん
は
お
前
の
方
だ
っ
た
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。

夜
九
時
過
ぎ
終
列
車
で
帰
郷
、
町
立
病
院
の
先
生
一
人
、
看

護
婦
さ
ん
二
人
が
駅
長
室
に
迎
え
入
れ
「
ご
苦
労
様
で
し
た
、

ど
こ
が
悪
い
の
で
す
か
」「
脱
腸
で
先
に
帰
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
盲
腸
も
二
回
散
ら
し
ま
し
た
の
で
早
い
折
に
手
術
し
て
い

た
だ
き
ま
す
」「
明
日
に
で
も
病
院
に
来
ら
れ
て
診
察
さ
れ
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
帰
ら
れ
た
。

駅
前
に
馬
車
に
座
蒲
団
を
並
べ
て
の
迎
え
で
あ
っ
た
。
弱
い

者
よ
り
ソ
連
は
先
に
帰
す
と
言
う
の
で
、
弱
っ
て
帰
さ
れ
た
と

思
わ
れ
、
馬
車
で
の
出
迎
え
だ
っ
た
。

三
分
の
一
以
上
焼
失
し
た
根
室
の
町
は
真
っ
暗
だ
っ
た
。
近

所
の
方
々
、
親
戚
一
同
、
私
が
元
気
で
帰
り
、
太
っ
て
い
た
の

で
皆
驚
い
て
い
た
。
翌
日
金
刀
比
羅
神
社
に
三
人
で
、
無
事
に

帰
っ
た
お
礼
に
参
拝
。
前
田
宮
司
よ
り
無
事
帰
還
の
お
喜
び
の

言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。

歯
舞
漁
協
根
室
支
所
に
第
一
に
挨
拶
に
行
っ
た
。
ま
だ
帰
ら

ぬ
職
員
二
人
お
り
、
皆
で
帰
り
を
祈
願
し
て
ま
す
と
い
う
。
あ

り
が
た
い
事
に
、
六
日
後
、
漁
協
に
復
職
、
軍
よ
り
も
ら
っ
た

ト
ヨ
タ
の
貨
物
車
の
車
両
係
を
拝
命
す
る
。
ガ
ソ
リ
ン
不
足
で

木
炭
ガ
ス
装
置
を
取
付
け
、
苦
労
し
た
。

一
年
勤
務
し
た
若
い
職
員
に
「
今
村
さ
ん
、
ソ
連
帰
り
で
頭

が
古
く
堅
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
辞
職
し
て
、
姉
の
嫁
ぎ
先
、

初
田
牛
の
浜
に
赴
き
、
半
年
後
独
立
し
た
。

北
前
漁
の
道
具
も
見
よ
う
見
ま
ね
で
造
っ
た
。

七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
昆
布
採
り
、
十
二
月
か
ら
六
月
ま
で

北
前
漁
の
繰
り
返
し
。
ラ
ン
プ
生
活
十
四
年
だ
っ
た
。

落
石
漁
協
よ
り
「
漁
師
を
や
る
人
で
な
い
、
漁
協
の
職
員
に

な
れ
」
と
呼
び
掛
け
も
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
歯
舞
漁
協
か
ら
も

「
戻
っ
て
来
る
よ
う
に
、
子
供
た
ち
も
学
校
だ
ろ
う
」
と
言
わ



れ
た
。
意
を
決
し
て
歯
舞
漁
協
に
復
職
。
花
咲
魚
市
場
加
工
部

（
缶
詰
工
場
）（
冷
凍
工
場
）
担
当
後
、
事
業
部
昆
布
の
小
袋
詰

め
製
造
を
一
番
初
め
に
担
当
し
、
現
在
の
大
事
業
の
基
礎
を

作
っ
た
。

定
年
六
十
歳
制
度
が
で
き
て
か
ら
六
十
七
歳
ま
で
臨
時
職
員

と
好
待
遇
に
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

更
に
も
う
二
年
と
言
わ
れ
た
が
、
余
り
に
も
虫
が
好
い
事
で

あ
り
、
辞
退
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

在
職
中
、
昭
和
五
十
三
年
小
■
市
に
て
、
占
守
島
に
て
終
戦

と
な
っ
た
速
射
砲
達
一
中
隊
の
戦
友
会
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
折

に
私
の
分
隊
も
ソ
連
抑
留
者
も
一
緒
と
い
う
の
で
招
待
が
あ

り
、
出
席
し
た
。
そ
の
折
に
幹
事
長
が
小
泉
忠
弘
様
で
し
た
。

参
加
者
に
抑
留
補
償
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
後
日
「
全
抑
協

道
連
」
と
な
り
ま
し
た
。
創
立
が
小
■
で
、
こ
の
会
が
始
ま
り

で
小
■
が
一
番
、
二
番
は
根
室
で
、
三
番
は
函
館
で
す
。
瀬
川

会
長
を
支
え
た
矢
島
様
と
は
共
に
連
絡
を
取
り
、
会
員
の
増
加

で
函
館
は
一
番
多
い
、
約
八
百
人
で
す
。
根
室
支
部
は
郡
部
四

町
も
加
入
さ
せ
ま
す
と
言
っ
た
ら
、「
今
村
の
大
砲
野
郎
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
二
百
三
十
人
ほ
ど
に
会
員
も
増
え
ま
し

た
。全
抑
協
北
海
道
連
合
会
の
創
立
に
は
、
根
室
支
部
の
田
村
副

支
部
長
と
共
に
今
村
も
事
務
局
長
と
し
て
参
加
、
慰
霊
碑
建
立

委
員
と
し
て
呼
び
掛
け
あ
り
、
微
力
な
が
ら
寄
付
集
め
に
協
力

し
ま
し
た
。

立
派
な
碑
が
完
成
、
生
き
て
還
っ
た
者
と
し
て
の
務
め
で
し

ょ
う
。戦

闘
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 

岩
手
県
　
佐
々
木
清
三
　 

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
七
月
、
ソ
満
国
境
の
緊
迫
し
た

情
報
が
乱
れ
飛
ぶ
中
、
真
夏
の
太
陽
の
光
を
受
け
暑
い
盛
り

に
、
五
叉
溝
の
三
角
兵
舎
よ
り
い
地
区
三
里
岳
に
、
移
動
天
幕

生
活
を
し
な
が
ら
対
ソ
戦
に
備
え
て
の
陣
地
構
築
作
業
で
あ
っ

た
。
草
原
は
花
咲
き
乱
れ
、
我
々
を
慰
め
て
く
れ
て
毎
日
楽
し

い
生
活
で
あ
っ
た
。

八
月
九
日
、
青
空
の
澄
み
き
っ
た
良
い
天
気
の
朝
、
点
呼
を




